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１．経緯

• 平成２４年５月、「ｅ－お菓子ねっと」では新たな

機能として「販促金ＥＤＩシステム」を追加しました。

•販促金に関する業務につきましては、卸様、メー

カー様共に営業、経理、システム等の部署が関

係し、各社ごとに取り組み内容、方法等も異なる

ことから、平成２４～２５年度に各社様の販促金

の運用に即した実証実験を行うことと致しました。
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参考：データ交換のしくみ

案内データ

請求データ

支払データ

販促金管理システム 販促金管理システム

メーカー 卸様

銀行

振込

入金

お菓子ねっと

フォーマットの統一

注）食品業界では既に販促金ＥＤＩが導入され、利用拡大化しています。
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（当面はオンラインのみ）



２．参加企業について

• 平成２４年度は、「ｅ－お菓子ねっと」の運営会

議委員企業（卸・メーカー各８社）にお声掛けし

た結果、卸企業様２社とメーカー様３社の参加

により実証実験を実施することができました。

•なお、実証実験の実施に当たり、実証実験を行うのに

要する費用（作業経費、自社システム改修経費等）の

一部を「ｅ－お菓子ねっと」から支出いたしました。
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３．実証実験の結果１

•本格導入後の請求（卸様）から支払い（メーカー

様）までの営業部門・経理部門の入力・集計・確

認作業時間の短縮や作業ミスの削減、及び紙の

請求書の廃止（ペーパーレス化）による請求書

の仕分け作業の軽減などの効果について、十分

に期待できるものであることが確認されました。
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４．実証実験の結果２

•一方、ＥＤＩ化にあたっては、卸様、メーカー様の

既存システムとの関係があることから、双方で決

めておくべき項目（運用ルールなど）を事前に

しっかり協議しておく必要があることなどが留意

点として確認されました。

7



５．最後に

•会員企業各社様には、ｅ-お菓子ねっと「販促

金ＥＤＩシステム」の導入について、ご検討いた

だきますようお願い申し上げます。

•本件に関するお問い合わせ先は、ｅ-お菓子

ねっと事務局までお願いします。

•当内容はｅ－お菓子ねっとＨＰでも公開してい

ます。 http://www.eokashi.net
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